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研究成果の概要（和文）：バングラデシュ国の農村部小児の喘息症状が16.2％に見られ、抗回虫IgE抗体高値が
その危険因子であることを2001年調査で報告している。今回は同じバングラデシュ農村部小児の反復喘鳴とTh1,
 Th2, Tregサブポピュレーションやサイトカインプロフィール、そして抗回虫IgE抗体の関連、国家施策として
実施中の駆虫の影響などを検討することとした。農村部であるマトラブ地区の5歳児の同意を得られたものを対
象とし、1658名中145名（8.7％）が喘鳴群であった。前回調査よりも有意の低下であった。回虫感染率は喘鳴群
に多かった。駆虫の影響か否か、免疫応答の非喘鳴群との比較など研究途上である。

研究成果の概要（英文）：Among Bangladeshi rural children, asthma prevalence was as high as 16.2%, 
and one of risk factors was high titer of anti-Ascaris IgE. To reveal the pathogenesis of children’
s recurrent wheezing in the same area of Bangladesh where the national deworming program has 
started, we aimed to assess the prevalence of asthma symptoms among 5-year-old rural Bangladeshi 
children and to compare the effect of Ascaris infection on Th1/Th2 and Treg immune system between 
current wheezing group and never-wheezing group. The prevalence of asthma (or recurrent wheezing) 
based on the ISAAC questionnaire decreased significantly to 8.7% (145 current wheezing children 
among 1658 children aged 60-71 months in Matlab, Bangladesh). Stool specimen showed more Ascaris 
infection in current wheezing group than never wheezed children. Immunological study is still on 
going.

研究分野：小児科学、アレルギー・臨床免疫学

キーワード： 気管支喘息　回虫感染　バングラデシュ　抗回虫IgE抗体　駆虫

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 小児の気管支喘息は、IgE抗体を産生しや
すいいわゆるアトピー素因など遺伝的要因
が大きく関与する疾患であるが、1970 年代
以降、欧米の先進工業国で著しい増加が認め
られ、環境要因の関与が注目されるようにな
った。1980 年代以降、有病率や発症要因に
関する様々な大規模疫学調査が行われた。
International Study of Asthma and 
Allergies in Childhood (ISAAC)の調査によ
れば、有病率には地域間で大きな違いがあり、
先進工業国に多く開発途上国に少ない傾向
が見られた（引用文献①）。こうした結果を
説明する一つとして、不衛生な地域や農村部
に多い寄生虫感染が、アレルギーを抑制して
いるのではないかとの仮説が示された。一方、
未だ発展途上にあるバングラデシュでは国
家施策として 2004 年以降駆虫が行われてい
るが、寄生虫感染率が高い。我々は国家施策
開始前の2001年〜2003年にバングラデシュ
の農村部と都市スラムで調査を行い、農村部
での小児の喘鳴の有病率は 16％、回虫感染率
は 75％と極めて高く、都市スラムの小児の喘
鳴の有病率は 10％、回虫感染率は 36％でい
ずれも農村部より低いことが示された。さら
に農村部の調査では、抗回虫 IgE抗体高値が
喘鳴の危険因子であることを示した(引用文
献②)。さらに気道過敏性試験も行い、抗回虫
IgE抗体が気道過敏性の危険因子であること
を示した(引用文献③)。これらの結果は、寄
生虫感染はアレルギー発症を抑制するので
はないかという説とは反するものであった。
一方で回虫感染についてはアレルギー疾患
を増強させる可能性について、我々の研究と
同様に指摘する報告もある。このように、回
虫感染についてはなお、そのアレルギー疾患
との関連及び機序について研究を進める必
要がある。 
 
２．研究の目的 
 回虫感染が喘息の発症に及ぼす影響を検
討する。バングラデシュの農村部の小児を対
象に、寄生虫の駆虫が喘息有病率にどのよう
に影響するのかを疫学的に検討し、該当する
小児の喘息症状と背景にある免疫応答につ
いて、バングラデシュ国際下痢性疾患研究所 
(International Centre for Diarrhoeal 
Disease Research, Bangladesh, icddr,b)と
の共同研究で行う。 
 バングラデシュ首都であるダッカの南東
55km に位置する川沿いの低地であるマトラ
ブでは、icddr,bが 1966年以来健康調査シス
テム (Health and Demographic Survillance 
System, HDSS)を稼働させている。icddr,b
はその地域のうち半分について、治療を含む
種々の健康関連サービスを行っており、今回
の調査研究はその icdddr,bのサービスが行わ
れる地域で実施した。すなわち、5 歳以下の
小児については臨床的なケアが実施されて
いて、住民並びに小児の健康状態が良く把握

されている地域において、駆虫が実施されて
いる条件での回虫感染と喘息の発症に関し
て疫学的調査を行い、2001 年時点での結果
との比較、並びに免疫学的検索も行うことと
した。 
 
３．研究の方法 
 2001 年の調査と同様に、対象は生後 60〜
71 ヶ月の小児とした。icddr,b の関与する地
域の 60〜71ヶ月全小児から 1,800名を無作
為に抽出し、ISAAC質問紙票により現在喘鳴
のある小児 (current wheezing)、すなわちこ
の 12 ヶ月間に喘鳴を認めたものと 1 回も喘
鳴を認めたことのない小児 (非喘鳴群、never 
wheezing)を同定する。対象小児の身長と体
重、駆虫の状況、肺炎の既往、予防接種の接
種状況も記録する。 
 ISAAC質問紙票は 6〜7歳用の Phase  
Three Core Questionnaire のベンガル語版
を 2001 年調査と同様に用いる。肺炎や下痢
の既往歴、予防接種歴などは上記のHDSSの
記録を用いる。 
 検体の採取は現在喘鳴群から同意の得ら
れた全員、同数の無作為に選ばれた非喘鳴群
から同意の得られたものにおいて便の採取
並びに採血を行う。またそれぞれの半数にお
いて T細胞反応性 (Th1, Th2, Treg)の FACS
解析用に検体が採取される。 
 得られた便は顕微鏡的に寄生虫卵の同定
に用いられる。 
 血液は、血算、好酸球数、血清総 IgE、特
異 IgE 抗体（抗ダニ、抗回虫）、さらに種々
のサイトカイン測定用に用いられる。また、
Th1/Th2/Tregの解析をFACSを用いて行う。 
 
４．研究成果 
 協力研究機関である icddr,b にて作成した
研 究 プ ロ ト コ ル は 、 research review 
committee、ethical review committeeの審
査を受け承認された。さらに、東京家政大学
並びに東京大学の研究倫理審査委員会にて
審査を受け、いずれも承認されている。 
 本報告書執筆時点において、データの解析
はまだ終了していない部分があり、さらに
2014 年の研究費申請時の為替レートに比較
して実際に現地での研究が開始された 2015
年でのレートが大きく円安に傾くという、予
想できない条件から研究費が払底し、本来我
が国に検体を搬送した時点で開始するはず
の IgE、特異 IgE抗体の測定や血中サイトカ
インの測定ができていない状況である。その
ため一部分の報告に留まる。 
 
 野外調査はバングラデシュ、Matlab 
Upazila におけるすべての対象児保護者から
インフォームドコンセントを得て実施され
た。この地区における icddr,b の関与する地
域のすべての 5歳児から 1800名が選ばれ、
そのうち 1658 名から研究参加のインフォー
ムドコンセントが得られた。ISAAC質問紙票



により、現喘鳴群は 145 名（8.7％）であっ
た。そのうちから検体採取の同意を得たもの
は 126名であった。非喘鳴群 1157名から喘
鳴群と同数のものが無作為に抽出されさら
に検体採取について同意したものは110名で
あった。それぞれから半数にあたるものが
FACS解析の対象となった（図 1）。 

 
   図 1：野外調査の流れと結果 
 
 今回の調査では現喘鳴群は 145 名、8.7％
であり、2001 年の調査における 16.2％に比
較してあきらかな減少を認めた。現喘鳴群と
非喘鳴群との間に駆虫率には差がなかった
が、回虫の感染においては、現喘鳴群のほう
が有意差を持って多かった（p=0.047）。また、
抗生剤の使用歴は現喘鳴群のほうが有意に
多かった(p<0.001)。家族歴では、母親、父親
ともに現喘鳴群において喘息あるいは鼻炎
の存在が有意に多く認められた。 
 
 野外調査から得られたデータも今後詳し
い解析が必要であるが、今後得られる免疫学
的な解析結果も含めて総合的な考察を加え
ていく予定である。 
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